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1947 (昭和22) 年８月10日 兵庫県川西市に生まれる
[学 歴]
1954 (昭和29) 年３月 鶴之荘幼稚園卒園
1960 (昭和35) 年３月 箕面自由学園小学校卒業
1963 (昭和38) 年３月 関西学院中学部卒業
1966 (昭和41) 年３月 関西学院高等部卒業
1970 (昭和45) 年３月 関西学院大学商学部卒業 (商学士)
1972 (昭和47) 年３月 関西学院大学大学院商学研究科修士課程修了
(商学修士)
1975 (昭和50) 年３月 関西学院大学大学院商学研究科博士課程単位取
得満期退学
1987 (昭和62) 年３月 学位取得：商学博士 (関西学院大学)
[関西学院における職歴]
1975 (昭和50) 年４月 関西学院大学商学部・専任講師 (1979 (昭和54)
年３月まで)
1976 (昭和51) 年４月 関西学院大学・学長付 (1977 (昭和52) 年３月
まで)
1979 (昭和54) 年４月 関西学院大学商学部・助教授 (1985 (昭和60)
年３月まで)
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〈年 譜〉
1982 (昭和57) 年４月 関西学院・広報委員 (1983 (昭和58) 年３月ま
で)
1983 (昭和58) 年５月 関西学院・企画調査委員 (1984 (昭和59) 年３
月まで)
1984 (昭和59) 年４月 関西学院大学・学生部委員 (1985 (昭和60) 年
３月まで)
1985 (昭和60) 年４月 関西学院大学商学部・教授 (現在に至る)
1986 (昭和61) 年４月 関西学院大学・情報処理研究センター副長
(1986 (昭和61) 年９月まで)
1988 (昭和63) 年４月 関西学院大学大学院商学研究科・博士課程前期
課程指導教授 (1991 (平成３) 年３月まで)
1990 (平成２) 年４月 関西学院大学・総合教育研究副室長 (1991 (平
成３) 年３月まで)
1991 (平成３) 年４月 関西学院大学大学院商学研究科・博士課程後期
課程指導教授 (現在に至る)
1993 (平成５) 年４月 関西学院大学商学部・学生主任 (1995 (平成７)
年３月まで)
1994 (平成６) 年４月 関西学院大学・国際交流副部長 (1996 (平成８)
年３月まで)
1996 (平成８) 年４月 関西学院大学・国際交流部長 (1997 (平成９)
年３月まで)
1997 (平成９) 年４月 関西学院大学・入試部長 (2000 (平成12) 年３
月まで)
1998 (平成10) 年４月 関西学院・評議員 (2008 (平成20) 年３月まで)
2000 (平成12) 年４月 関西学院大学大学院商学研究科・教務学生委員
(2002 (平成14) 年３月まで)
2001 (平成13) 年４月 関西学院・理事 (現在に至る)
2002 (平成14) 年４月 関西学院大学・学長 (2008 (平成20) 年３月ま
で)
2007 (平成19) 年４月 関西学院・常任理事 (2008 (平成20) 年３月ま
で)
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2010 (平成22) 年４月 関西学院・評議員 (現在に至る)
2014 (平成26) 年４月 関西学院・特命理事 (東京丸の内キャンパス代
表) (現在に至る)
[非常勤講師等､ 学校関係の職歴]
1977 (昭和52) 年４月 アメリカ／ワシントン大学・客員研究員 (1979
(昭和54) 年３月まで)
1983 (昭和58) 年４月 八代学院大学・非常勤講師 (1984 (昭和59) 年
３月まで)
1987 (昭和62) 年４月 筑波大学・非常勤講師 (1989 (昭和64) 年３月
まで)
1991 (平成３) 年４月 イギリス／グラスゴー大学・客員教授 (1991
(平成３) 年９月まで)
1993 (平成５) 年４月 京都学園大学・非常勤講師 (1998 (平成10) 年
３月まで)
1995 (平成７) 年２月 インドネシア／サティヤ・ワチャナ・キリスト
教大学・客員教授
1995 (平成７) 年４月 関西大学・非常勤講師 (1996 (平成８) 年３月
まで)
2004 (平成16) 年６月 箕面自由学園・監事 (2008 (平成20) 年３月ま
で)
2008 (平成20) 年９月 関西大学・会計専門職大学院・客員教授 (2012
(平成24) 年３月まで)
2009 (平成21) 年４月 関西大学・教育顧問 (2012 (平成24) 年３月ま
で)
2009 (平成21) 年10月 関西大学・外部評価委員 (現在に至る)
2009 (平成21) 年11月 インドネシア／マチュン大学・客員教授､ 学術
アドバイザー
2010 (平成22) 年11月 インドネシア／サティヤ・ワチャナ・キリスト
教大学・名誉博士
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[日本学術会議における役職]
1988 (昭和63) 年10月 経営情報研究連絡委員会・委員 (1991 (平成３)
年10月まで)
1991 (平成３) 年10月 経営情報研究連絡委員会・委員 (1994 (平成６)
年10月まで)
1991 (平成３) 年10月 会計学研究連絡委員会・委員 (1994 (平成６)
年10月まで)
2005 (平成17) 年10月 第20期・会員 (2008 (平成20) 年９月まで)
2008 (平成20) 年10月 第21期・会員 (2011 (平成23) 年９月まで)
2011 (平成23) 年10月 第22期・連携会員 (2014 (平成26) 年９月まで)
2014 (平成26) 年10月 第23期・連携会員 (2017 (平成29) 年９月まで
の予定)
[所属学会における主な役職]
1987 (昭和62) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA) 国際会計セクショ
ン (アドバイザリーボード・会員委員会・卓越
した国際講師選定委員会 委員) (1989 (平成
元) 年８月まで)
1987 (昭和62) 年10月 国際会計研究学会・理事 (1993 (平成５) 年７
月まで)
1990 (平成２) 年９月 日本社会関連会計学会・理事 (2016 (平成28)
年10月まで)
1993 (平成５) 年６月 日本経営分析学会・理事 (1998 (平成10) 年５
月まで)
1994 (平成６) 年６月 日本会計研究学会・評議員 (2015 (平成27) 年
９月まで)
1995 (平成７) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA)・評議員 (1997 (平
成９) 年８月まで)
1997 (平成９) 年９月 日本会計研究学会・理事 (2003 (平成15) 年９
月まで)
1997 (平成９) 年９月 日本会計研究学会・学会賞審査委員会・委員
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(2003 (平成15) 年９月まで)
1997 (平成９) 年10月 世界会計学会 (IAAER)・副会長 (2000 (平成
12) 年10月まで)
1997 (平成９) 年11月 国際ビジネス研究学会・監事 (2001 (平成13)
年10月まで)
1998 (平成10) 年５月 アジア経営学会・理事 (2000 (平成12) 年10月
まで)
1999 (平成11) 年５月 ディスクロージャー研究学会・副会長 (2005
(平成17) 年11月まで)
2000 (平成12) 年10月 世界会計学会 (IAAER)・事務局長 (2002 (平
成14) 年11月まで)
2001 (平成13) 年11月 国際ビジネス研究学会・常任監事 (2012 (平成
24) 年10月まで)
2002 (平成14) 年８月 国際会計研究学会・会長 (2005 (平成17) 年８
月まで)
2002 (平成14) 年11月 世界会計学会 (IAAER)・副会長 ((2006 (平成
18) 年11月まで)
2005 (平成17) 年８月 国際会計研究学会・理事 (2007 (平成19) 年３
月まで)
2005 (平成17) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA)・国際評議員 (2007
(平成19) 年８月まで)
2005 (平成17) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA) 国際会計セクショ
ン・国および地域コーディネーター (2006 (平
成18) 年８月まで)
2005 (平成17) 年11月 ディスクロージャー研究学会・理事 (2011 (平
成23) 年10月まで)
2006 (平成18) 年９月 日本会計研究学会・理事 (2009 (平成21) 年９
月まで)
2006 (平成18) 年９月 日本会計研究学会・学会賞審査委員会・委員
(2009 (平成21) 年９月まで)
2006 (平成18) 年９月 日本会計研究学会・国際交流委員会・委員長
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(2009 (平成21) 年９月まで)
2006 (平成18) 年11月 世界会計学会 (IAAER) アドバイザリーボード・
委員 (2013 (平成25) 年２月まで)
2007 (平成19) 年３月 国際会計研究学会・会長代理 (2008 (平成20)
年８月まで)
2007 (平成19) 年12月 日本内部統制研究学会・評議員 (2016 (平成28)
年８月まで)
2007 (平成19) 年12月 日本内部統制研究学会・理事 (2016 (平成28)
年８月まで)
2008 (平成20) 年４月 日本経営分析学会・理事 (2011 (平成23) 年３
月まで)
2009 (平成21) 年４月 日本会計教育学会・顧問 (現在に至る)
2009 (平成21) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA)・副会長 (国際)
(2011 (平成23) 年８月まで)
2009 (平成21) 年９月 日本会計研究学会・会長 (2012 (平成24) 年９
月まで)
2010 (平成22) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA) グローバルイニシ
アティブタスクフォース・委員 (2011 (平成23)
年８月まで)
2011 (平成23) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA) グローバルサミッ
トタスクフォース・委員 (2013 (平成25) 年８
月まで)
2012 (平成24) 年４月 経営関連学会協議会・理事 (2015 (平成27) 年
３月まで)
2012 (平成24) 年９月 日本会計研究学会・評議員 (2015 (平成27) 年
９月まで)
2012 (平成24) 年９月 日本会計研究学会・理事 (前会長として)
(2015 (平成27) 年９月まで)
2013 (平成25) 年２月 世界会計学会 (IAAER)・会長 (2014 (平成26)
年11月まで)
2013 (平成25) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA) グローバルエンゲー
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ジメントタスクフォース・委員 (2014 (平成26)
年８月まで)
2013 (平成25) 年８月 中小企業会計学会・顧問 (現在に至る)
2013 (平成25) 年10月 国際ビジネス研究学会・フェロー (現在に至る)
2014 (平成26) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA) グローバルギャザ
リングタスクフォース・委員 (2015 (平成27)
年８月まで)
2014 (平成26) 年11月 世界会計学会 (IAAER)・前会長 (現在に至る)
2015 (平成27) 年４月 経営関連学会協議会・最高顧問 (現在に至る)
2015 (平成27) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA) 100周年記念・Presi-
dential Scholar (2016 (平成28) 年８月まで)
2015 (平成27) 年９月 日本会計研究学会・名誉会員 (現在に至る)
[学術誌編集委員]
1992 (平成４) 年 Journal of International Financial Management and
Accounting (～1997 (平成９) 年)
1992 (平成４) 年 Asian Review of Accounting (～1997 (平成９) 年)
1994 (平成６) 年 Accounting Horizons (～2000 (平成12) 年)
1996 (平成８) 年 International Review of Business (～現在)
1998 (平成10) 年 Accounting Education (～2004 (平成16) 年)
2001 (平成13) 年 The Indian Accounting Review (～現在)








1997年７月 国際会計基準委員会 (IASC) 戦略作業部会・委員 (～1999年12



















2008年８月 会計殿堂 (The Accounting Hall of Fame) 指名審議会・委員 (～
現在)






2010年１月 国際会計士連盟 (IFAC)・国際会計教育基準審議会 (IAESB)・
委員 (～2015年11月)
2010年10月 国際財務報告基準審議会財団 (IFRS Foundation)・教育諮問グ
ループ・委員 (～現在)
2012年８月 会計教育研修機構・評議員 (～現在)
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2013年５月 産業経理協会・会友 (～現在)
2015年２月 金融庁・企業会計審議会・委員 (～現在)
2015年４月 東京商工会議所・BATIC (国際会計検定) 企画委員会・副委
員長 (～現在)
(文部科学省関係)
















2008年５月 大学設置・学校法人審議会 (大学設置分科会)・特別委員 (～
2010年３月)
2009年10月 中央教育審議会 (大学分科会)・専門委員 (～2011年１月)
2010年６月 大学生の就業力育成支援事業委員会・書面審査委員 (～2010年
12月)
2012年５月 国立大学法人評価委員会 (国立大学法人分科会)・専門委員 (～
2016年１月)






































































2012年５月 建設業振興基金 『建設業しんこう』・モニター (～現在)
2012年11月 兵庫県・特別職報酬等審議会・会長 (～2013年３月)
[受賞]
1981 (昭和56) 年９月 アメリカ会計人協会 (NAA､ 現 IMA) 東京支
部・研究賞
1986 (昭和61) 年７月 日本会計研究学会・太田賞
1998 (平成10) 年11月 アメリカ公認会計士協会／アメリカ会計学会・
共同協力賞
(The Joint AICPA / AAA Collaboration Award)
2000 (平成12) 年５月 日本経営分析学会・学会賞
2005 (平成17) 年８月 アメリカ会計学会 (AAA) 国際会計部門・卓
越した国際会計教育者賞
(Outstanding International Accounting Educators
Award)
2012 (平成24) 年５月 兵庫県・県勢高揚功労者表彰
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『財務諸表論の基礎知識 (第３版)』 東京経済情報出版 2003年10月
『財務諸表論』 東京経済情報出版 2006年７月
共 編 著
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『財務諸表論 (第２版)』 東京経済情報出版 2008年９月




















































『簿記実務検定対策問題集 合格ガイド３級』 一橋出版 2003年４月
『簿記実務検定対策問題集 合格ガイド２級』 一橋出版 2003年４月
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『しっかり合格日商簿記３級 商業簿記』 東京法令出版 2010年４月
『しっかり合格日商簿記２級 商業簿記』 東京法令出版 2010年４月
















































平松 一夫 博士 年譜・著作等目録 539
『FASB財務会計の諸概念』 (広瀬義州) 中央経済社 1988年12月
『国際会計入門』 (野村健太郎) 中央経済社 1989年２月
『FASB財務会計の諸概念 (改訳版)』 (広瀬義州) 中央経済社 1990年４月
『財務報告基準設定論』 (深津比佐夫監訳) 中央経済社 1990年10月




『環境会計―環境コストと環境負債』 (谷口智香) 東京経済情報出版 1995年４月
『国際会計入門 (第３版)』 (野村健太郎) 中央経済社 1995年６月
『国際会計入門 (第４版)』 (野村健太郎) 中央経済社 1999年５月
『FASB財務会計の諸概念 (増補版)』 (広瀬義州) 中央経済社 2002年４月
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Multinational Accounting : Research Framework for
the Eighties (Frederick D. S. Choi ed.)
UMI Research Press 1981年
『営業報告書の総合研究』 (増谷裕久編) 中央経済社 1982年３月
『国際会計論』 (染谷恭次郎編) 東洋経済新報社 1984年７月
『現代管理会計の展開』 (佐藤精一編) 中央経済社 1986年２月
『会計情報と情報開示』 (飯田修三・早矢仕健司編) 白桃書房 1986年６月
『セグメント会計』 (末尾一秋編) 同文舘出版 1987年２月
『基本簿記論』 (関西学院大学会計学研究室編) 中央経済社 1988年５月
The Proceedings of the Sixth International Conference
on Accounting Education (Kyojiro Someya, ed.)
Greenwood Press Inc. 1988年







『アジア NIESの会計』 (深津比佐夫編) 清文社 1992年４月
『事例研究 現代の企業決算 ’92』 (伊藤邦雄・醍
醐聰・田中建二編)
中央経済社 1992年４月




International Group Accounting : Issues in European
Harmonization, Second Edition (S. J. Gray, A. G.
Coenenberg and P. D. Gordon, eds.)
Routledge 1993年




『財務会計論ガイダンス』 (醍醐聰編) 中央経済社 1993年７月
International Accounting : A Case Approach ( James
A. Schweikart, Sidney J. Gray & Clare B. Roberts,
eds.)
McGraw-Hill 1995年


















『取得原価主義会計論』 (田中弘編) 中央経済社 1998年８月
『連結会計基準の国際的調和』 (野村健太郎編) 白桃書房 1999年６月








『現代会計の国際的動向と展望』 (津守常弘編) 九州大学出版会 2000年１月
『基本会計学総論』 (関西学院大学会計学研究室編) 中央経済社 2000年３月




















『最新会計学総論』 (関西学院大学会計学研究室編) 中央経済社 2006年５月





































































｢アメリカ営業報告書の現状｣ 『會計』 第118巻第２号 1980年８月


















































“The State of the Art of International Accounting























































｢米国 SECによる EDGARシステムの意義｣ 『企業会計』 第39巻第
６号
1987年６月



















｢会計基準の国際的調和の必要性 (1)｣ 『旬刊経理情報』 第580
号
1990年２月
｢会計基準の国際的調和の必要性 (2)｣ 『旬刊経理情報』 第581
号
1990年３月
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“Accounting Information and Investment Risk Per-
ception in Japan” (共同執筆)
Journal of International
Financial Management








｢会計制度の国際的類型に対する文化の影響｣ 『會計』 第137巻第６号 1990年６月
｢国際会計の重要性と課題｣ 『大学時報』 第213号 1990年７月
｢債券格付けと会計情報｣ (共同執筆) 『企業会計』 第42巻第
11号
1990年11月






































｢会計基準・開示内容の国際的多様性｣ (共同執筆) 『産業経理』 第52巻第
１号
1992年４月






“The Accounting Standard - Setting Environment
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